
 

 

   

生体情報を呈示する婚活イベント支援システムAnemoneの開発  
 絵空 摩耶*  岩本 拓也*† 

概要． 日本の生涯未婚率は上昇している．独身に留まっている大きな理由の 1 つに「適当な相手に

めぐり会えない」があげられており，お見合いパーティなどの婚活イベントの人気が高まっている．

婚活イベントでは短時間で複数のお相手と交流できるが，その分コミュニケーション量が減少する．

過去の調査では，婚活イベントなどで口説かれたとしても，相手が真実を述べているか不明確のため

不信感を感じるケースが存在している．そのためイベント後にも会いたいを思う相手を判断に困るケ

ースが考えられる．そこで本稿では婚活パーティなどの出会いの場で，相手を選ぶ際のサポートを目

的とした生体情報を呈示する婚活イベント支援システム Anemone を提案する． 

 

1 はじめに 
日本の生涯未婚率は上昇している．独身者の多く

は結婚を行う意思がないわけではなく，「適当な相手

と出会っていない」ことが原因で結婚をしていない

という調査結果がある[1].恋人や既婚者がいる人々
がパートナと出会うきっかけで多かったのは「学校」，

「職場や仕事の関係」そして「友人や兄弟を通して」

である[2]．これらの特徴は自身のコミュニティ（職
場・家庭）からきっかけが誕生している．つまり身

近で恋人ができなければ，出会いのきっかけを作る

ことが困難であることを示している． 
出会いを提供するサービスは日本にも広く普及し

ている．オンラインデーティングは多くのユーザと

webサービスを通して出会うことができ，オフライ
ンの婚活パーティなどは直接対面し，会話を楽しむ

ことができる．婚活パーティの基本的な仕組みは，

パーティが開始されると，男女が机を挟み着席し，

決まった時間(3 分〜)内でお互いのプロフィールシ
ートを見ながら会話を行う．時間が来ると一方が机

を移動し，次の相手と会話を行う．規定の人数との

会話が終了すると，主催者から渡された”カップリン
グ希望シート”に気に入った相手を数名記載し，相手
も自身の名前を記入しているとカップリングが成立

し，連絡先の交換が認められる． 
特に婚活パーティはその名の通り，真剣な交際を

求めるユーザに利用され，外見だけではなく，会話

の内容などから自身に興味を持ってもらう必要があ

る．しかし，魅力的な相手に「素敵な方ですね」と

声をかけても，サービスの性質上真実と思えず不信

に感じるユーザも少なくはない[3]． 
そこで本稿では婚活イベントなどの出会いの場に

着目し，相手を選ぶ際の不信感を払拭することを目

的として，カップリング支援システム Anemone を
開発した．  
 
2 関連研究 
これまで行われてきた Dating に関する研究の多

くは遠隔地にいる恋人たちのコミュニケーション支

援に集中していた[4].また，online datingに関する
研究も最近になり活発になっている[5]．これらは出
会う前と交際後の支援であり，交際する可能性があ

る人々を支援する研究は少ない． 
第二著者の岩本は過去に同様の問題を解決するた

めに予備実験とシステム開発を行っている．予備実

験では言葉とは違い，コントロールが難しい生体情

報を呈示することで，参加者の信頼関係を構築する

という仮説を検証した．実験では初対面の男女を対

面させ，心拍計を身につけさせた．被験者の前にモ

ニタを設置し，互いの心拍情報を見れるようにした

が，呈示した情報は擬似心拍で，実験者が被験者を

ランダムに抽出し，擬似心拍情報を激しく表示させ

た．その結果，相手の心拍が早くなることで，自身

に対しての好意と錯覚するユーザが多く，相手に対

する好意が上昇した[3]．そこで次に自身の生体情報
を呈示し合う Lovable	 Couch を開発した．Lovable	
Couch とは緊張状態を LF/HF から推定し，一定の値
を超えると LEDを点灯させ，互いの生体情報を見せ
合うシステムである．実際に初対面の男女に利用し

てもらったところ，被験者から「先に光るのが恥ず

かしい」，「相手の情報は見たいけど，自身のは見せ

たくない」とう意見がでてきた．そのような羞恥心

を取り除くため本稿では Anemoneを提案する．	
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3 Anemone 
3.1 システム概要 
本システムは婚活パーティなどの出会いの場で，

不信感を払拭することを目的とし，生体情報を相手

を選ぶ際の新たな指標として用いる婚活支援システ

ムである．システム名である Anemone は実在する
花が由来となっており，赤色アネモネの花言葉は「君

を愛す」である． 
ユーザは Anemone を挟み対面で着席し，センサ

部に指を置く．両ユーザの生体情報に応じて，

Anemone が成長する．開花すると光の演出が行わ
れ，満開になった場合は花を取ることができる．事

前に花に連絡先を書いておき，男性から女性に「愛

の花が咲きました」と渡すことも可能になる．時間

内に満開になることができなければ，花はしぼみユ

ーザは座席を移動する． 

3.2 システム構成 
本システムのシステム構成図を図 3 に示す．

Anemone はセンサ部と花瓶部に分類される．セン
サ部には心拍情報を検出するために LED 光方式の
心拍センサを設置している．検知された値が一定の

閾値を超えると，花瓶部に設置されたアクティブサ

スペンションが上昇し，花を押し上げ，開花させる．

開花したことを通知するために花瓶内の LED が点
灯する．時間内に満開しなかった場合はアクティブ

サスペンションが下降し，花が蕾に戻る． 

3.3 今後の展望 
	 今後は，過去の研究で利用された生体情報の値[3]
を参考に花が開花する生体情報の値を探索する．そ

の後研究室実験を繰り返し，最終的に実際のサービ

スでの利用を目指す． 
	 生体情報から好意の推定を行うことは非常に困難

であるために，好意ある人に好意を伝えるシステム

ではなく，平常心ではないこと伝える方法やエンタ

テイメントとしての利用を想定している． 
 
4 さいごに 
	 本稿では婚活パーティなどの出会い支援イベント

で感じる不信感を払拭することを目的としたカップ

リング支援システム Anemone を提案した．本シス
テムは参加者双方の生体情報を入力とし，二人の間

に設置された花を成長させることで，相手を選ぶ際

の参考になることが期待される．今後は開発を続け，

実サービスでの利用を目指す． 
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図 1:Anemone 
 

 
図 3.Anemoneシステム構成図 

 
 


